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＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
           「○」…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 
＜類型番号＞  類型１～８（最大）･･･正答・予想される誤答（複数の類型が正答となる設問もある） 
              類型９      ･･･「上記以外の解答」（類型１～８までに含まれない解答） 






























































































「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】報告書」 「平成○年度【○学校】報告書」 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 
「平成２３年度 全国学力・学習状況調査として実施予定であった調査問題を踏まえた 








   著作物からの出題の場合に，出
典及び著作権者等について示して
います。 






















































































場面で活用 実生活や 見方や考 数と式 α1(3)理想化，単純化すること













る力 算数・数 数量や図 β2(2)結果を改善すること























































































































(４) 等式 x＋４y＝１ を y について解く ２(１)ウ ○
(１) 一元一次方程式 ４x＝７x＋15 を解く １(３)ウ ○












































































































































x ＋ y ＝５







































































































































































































































































































































































































































































































問題番号 解 答 類 型 正答












問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H23Ａ１(1) を計算する 未実施 P.14～ P.16 未実施
H25Ａ１(1) を計算する 83.7％ P.14～ P.15 P.24～ P.25














































問題番号 解 答 類 型 正答
１ (2) １ ア と解答しているもの。（a＋ b） ◎
２ イ と解答しているもの。（a－ b）
３ ウ と解答しているもの。（a× b）



















問題番号 解 答 類 型 正答








問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ１(4) ８－５×（－６）を計算する 77.8％ P.16～ P.19 P.141，P.145
H23Ａ１(4) ３－２×（－４）を計算する 未実施 P.14～ P.18 未実施















問題番号 解 答 類 型 正答






問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ１(2) 正の数と負の数で表した２つの市の最低気 77.6％ P.16～ P.18 P.194，P.196
温の差を求める
H22Ａ１(3) 図書館から借りた本の冊数について， 86.1％ P.15～ P.18 P.178，P.181
１５０冊を基準にして１２８冊を負の数で表す
H25Ａ１(4) 東京の時刻を基準にして，東京とカイロの 65.6％ P.14， P.24，
時差を表す P.17～ P.18 P.27～ P.28
H26Ａ１(4) 大縄跳びの跳んだ回数について，３５回を 91.3％ P.14， P.24，
基準にして３８回を正の数で表す P.17～ P.19 P.28～ P.29
ある日の最低気温を基準にして，その前日 P.14， P.24，H27Ａ１(4) の最低気温との差から，前日の最低気温を 75.8％ P.18～ P.20 P.28～ P.29
求める
H28Ａ１(4) 今日の水位が１週間前の水位からどれだけ 69.6％ P.14～ P.15， P.24，




































年 ２０１２ ２０１３ ２０１６２０１５２０１４






































問題番号 解 答 類 型 正答
















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H25Ａ２(3) a ｍの重さが b ｇの針金の１ｍの重さを， 33.7％ P.19， P.29，a，bを用いた式で表す P.21～ P.24 P.32～ P.33
赤いテープの長さが aｃｍで，白いテープ P.21～ P.22，
H27Ａ２(2) の長さの 倍のとき，白いテープの長さ 23.6％ P.24～ P.25， P.30～ P.34
を aを用いた式で表す P.28

















































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ２(3) 縦 a，横 b の長方形において，２（a ＋ b） 63.9％ P.20～ P.23 P.146，P.149
が表す量を選ぶ
H20Ａ２(5) ３a＋４bで表される事象を選ぶ 32.7％ P.20～ P.23 P.198，P.204～ P.205
H25Ａ２(2) 縦 a，横 b の長方形において，２（a ＋ b） 67.9％ P.19，P.21， P.29～ P.31
が表す量を選ぶ P.24
【小学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書















問題番号 解 答 類 型 正答










問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ２(1) (２x＋７y)－２(x－３y)を計算する 73.5％ P.20～ P.23 P.146～ P.147
H24Ａ２(1) (７x＋５y)－(５x＋２y)を計算する 78.5％ P.19～ P.22， P.216～ P.218P.24～ P.25
H25Ａ２(1) ２（５x＋９y)－５(２x＋３y)を計算する 82.1％ P.19～ P.20， P.29～ P.30P.24














問題番号 解 答 類 型 正答
































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ２(4) 等式 ２x＋３y＝９ を yについて解く 57.1％ P.20～ P.23 P.146，P.150～ P.151
H20Ａ２(4) 等式 x＋２y＝６ を yについて解く 55.0％ P.20～ P.24 P.198，P.202～ P.203
H21Ａ２(4) 等式 を aについて解く 45.7％ P.20～ P.24 P.232，P.237～ P.238
H22Ａ２(5) 等式 ２x＋ y＝５ を yについて解く 73.7％ P.19～ P.23 P.182，P.189
H23Ａ２(4) 等式 ３x＋ y＝７ を yについて解く 未実施 P.19～ P.23 未実施
H27Ａ２(3) 等式 ２x－ y＝５ を yについて解く 65.0％ P.21～ P.22， P.30～ P.31，P.26，P.28 P.35～ P.36


























設問(4)を使って授業を行う際には，数量関係が x ＋４y ＝１ で表される具体的な場面





































問題番号 解 答 類 型 正答




















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ３(2) 一元一次方程式 ４（x＋５）＝８０ を解く 83.6％ P.24～ P.27 P.152，P.154
H20Ａ３(1) 一元一次方程式 －５x ＋７＝－ x ＋３１ 78.4％ P.25～ P.29 P.206～ P.207
を解く
H21Ａ３(2) 一元一次方程式 を解く 53.5％ P.25～ P.29 P.239，P.241～ P.242
H22Ａ３(2) 一元一次方程式 を解く 60.6％ P.24～ P.28 P.190～ P.191，P.194
H23Ａ３(1) 一元一次方程式 ０．１x＋１＝１．５ を解く 未実施 P.25～ P.29 未実施
H25Ａ３(1) 一元一次方程式 ３x＋７＝９ を解く 74.4％ P.26～ P.27， P.36～ P.38P.30
P.27～ P.28， P.35～ P.36，H26Ａ３(2) 一元一次方程式 を解く 60.5％ P.31～ P.32， P.38～ P.40P.37
一元一次方程式 １．２x －６＝０．５x ＋１ P.29， P.38，H27Ａ３(2)
を解く
74.4％ P.31～ P.32， P.41～ P.42P.35




























（同値な式であればよい。枚数は y と異なる文字で表していてもよい。 ◎
以下同様。）
２ ６x－１６＝８x＋４ または と解答しているもの。
３ または と解答しているもの。
４ 上記以外の一元一次方程式を解答しているもの。
























問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ３(3) 数量の関係を連立二元一次方程式で表す 71.2％ P.24～ P.27 P.152，P.154～ P.155
H20Ａ３(2) 数量の関係を一元一次方程式で表す 60.5％ P.25～ P.28 P.206，P.208～ P.209






73.4％ P.24～ P.28 P.196，
P.198～ P.199
H23Ａ３(2) ２通りで表される数量を文字を用いた式で 未実施 P.25～ P.29 未実施
表し，一元一次方程式をつくる
H25Ａ３(3) 数量の関係を連立二元一次方程式で表す 83.1％ P.26， P.36，P.29～ P.31 P.39～ P.40
連立二元一次方程式をつくるために着目す
P.27～ P.28， P.35～ P.36，H26Ａ３(3)
る数量を選び，式で表す






























（x＋ y＝２を成り立たせる x，yの値の組すべてが，x＋ y＝２ の解である。）





問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ３(3) 二元一次方程式 x － y ＝１の解について 59.1％ P.25～ P.28 P.206，P.210
正しい記述を選ぶ
H25Ａ３(2) ２x ＋ y ＝６の解となる x，y の値の組を 78.2％ P.26，P.28， P.36，













問題番号 解 答 類 型 正答
３ (4) １ （ x＝）４，（ y＝）１ と解答しているもの。 ◎
２ xの値のみを正しく解答しているもの。
３ yの値のみを正しく解答しているもの。
４ （ x＝）１，（ y＝）４ と解答しているもの。






問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
５x＋７y＝３H19Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 72.7％ P.24～ P.27 P.152，P.156
２x＋３y＝１
y＝３x－１H20Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 77.4％ P.25～ P.29 P.206，P.211
３x＋２y＝１６
２x－３y＝１H21Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 73.5％ P.25～ P.29 P.239，P.246
３x＋２y＝８
３x＋２y＝９ P.190～ P.191，H22Ａ３(3) 連立二元一次方程式 を解く 79.6％ P.24～ P.28x＋ y＝４ P.195
y＝２x－１H23Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 未実施 P.25～ P.29 未実施y＝ x＋３
a＋ b＝８ P.26～ P.29， P.223～ P.224，H24Ａ３(2) 連立二元一次方程式 を解く 81.7％
２a＋ b＝１１ P.31 P.226～ P.227
y＝３x－２ P.27～ P.28， P.35～ P.36，H26Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 68.0％y＝２x＋３ P.35～ P.37 P.44～ P.45
























例えば，二元一次方程式 x ＋２y ＝３ を取り上げ，x ＝１，y ＝１ であれば成り立つが，
x＝１，y ＝２では成り立たないことを，x ＋２y の式の値を基に判断できることを確認す
る場面を設定することが考えられる。その上で，二元一次方程式 x ＋２y ＝３ の x に様々









































問題番号 解 答 類 型 正答

















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ４(2) 垂線の作図で利用されている図形の性質を 52.1％ P.30～ P.32 P.212，P.215
選ぶ






49.6％ P.35～ P.36， P.41～ P.44
P.38


































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H27Ａ４(2) △ＡＢＣを，矢印の方向に４ｃｍ平行移動 55.2％ P.37， P.47，














問題番号 解 答 類 型 正答













問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H24Ａ４(3) 中心角が１２０°の扇形の面積について正し 70.6％ P.32～ P.34， P.232～ P.233，












































































































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ５(1)① 直方体において，与えられた面に垂直 66.6％ P.30～ P.33 P.160～ P.162
な辺を書く
H20Ａ５(1) 直方体において，与えられた面に垂直 66.3％ P.33～ P.35 P.216～ P.218
な辺を書く
H26Ａ５(1) 直方体の１つの面の対角線を含む直線 81.4％ P.46～ P.48， P.53～ P.55
と平行な面を書く P.52















問題番号 解 答 類 型 正答











問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
















問題番号 解 答 類 型 正答
５ (3) １ ア と解答しているもの。（線分ＢＤの方が長い。）
２ イ と解答しているもの。（線分ＢＥの方が長い。）













問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H22Ａ５(3) 立方体の見取図を読み取り，２つの線分の 55.7％ P.32～ P.36 P.204～ P.205，
長さの関係について，正しい記述を選ぶ P.209～ P.210
H28Ａ５(3) 立方体の見取図を読み取り，２つの角の大 79.2％ P.41～ P.42， P.52，














問題番号 解 答 類 型 正答












問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書



































































































問題番号 解 答 類 型 正答
６ (1) １ ア と解答しているもの。（∠ xの錯角は，∠ a である。）
２ イ と解答しているもの。（∠ xの錯角は，∠ bである。） ◎
３ ウ と解答しているもの。（∠ xの錯角は，∠ c である。）
４ エ と解答しているもの。（∠ xの錯角は，∠ d である。）
５ オ と解答しているもの。（∠ xの錯角は，∠ eである。）
６
カ と解答しているもの。









問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H21Ａ６(1) 同位角の位置にあるものを選ぶ 42.0％ P.38～ P.39 P.258～ P.259















問題番号 解 答 類 型 正答
６ (2) １ ア と解答しているもの。（n＋１）
２ イ と解答しているもの。（n）
３ ウ と解答しているもの。（n－１）











問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ６(2) n角形の内角の和を求める式で，（n－２） 46.7％ P.36～ P.39 P.220～ P.221，
が表すものを選ぶ P.223
H24Ａ６(2) n角形の内角の和を求める式で，（n－２） 46.9％ P.43～ P.47 P.247～ P.248，
が表すものを選ぶ P.252～ P.254


















































問題番号 解 答 類 型 正答









問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
証明で用いられている三角形の合同条件
H19Ａ８ を選ぶ（２組の辺とその間の角がそれぞ 73.9％ P.40～ P.41 P.172～ P.173
れ等しい）
証明で用いられている三角形の合同条件
H22Ａ７(2) を選ぶ（直角三角形の斜辺と他の１辺が 56.7％ P.41～ P.44 P.218～ P.221
それぞれ等しい）
証明で用いられている三角形の合同条件
H23Ａ７(1) を選ぶ（１組の辺とその両端の角がそれ 未実施 P.46～ P.49 未実施
ぞれ等しい）
H25Ａ７(1) 証明で用いられている三角形の合同条件 79.7％ P.50～ P.52， P.56～ P.57
を選ぶ（３組の辺がそれぞれ等しい） P.55
証明で用いられている三角形の合同条件
H26Ａ７ を選ぶ（１組の辺とその両端の角がそれ 73.6％ P.60～ P.62 P.66～ P.68
ぞれ等しい）
















問題番号 解 答 類 型 正答
７ (2) １ ア と解答しているもの。（２組の向かい合う辺がそれぞれ平行な四角形）















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
長さの等しい２本の棒を２種類使って組
H23Ａ７(2) み合わせた四角形が，いつでも平行四辺 未実施 P.46～ P.49 未実施
形になることの根拠となる事柄を選ぶ
与えられた方法で作図された四角形が，い P.54～ P.55， P.64～ P.65，H27Ａ７(3) つでも平行四辺形になることの根拠となる 48.5％ P.57～ P.59 P.68～ P.69
事柄を選ぶ
【小学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
コンパスを使った平行四辺形のかき方に
















































問題番号 解 答 類 型 正答














問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書




























問題番号 解 答 類 型 正答
９ １ ①に 面積 と解答し，②に 縦の長さ と解答しているもの。 ◎
２ 上記１以外で，①に 面積 と解答しているもの。
３ 上記１以外で，②に 縦の長さ と解答しているもの。
４ ①に 縦の長さ と解答し，②に 面積 と解答しているもの。
５ 上記４以外で，①に 縦の長さ と解答しているもの。
６ 上記４以外で，②に 面積 と解答しているもの。









問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
与えられた表を基に，宅配サービスの重量









































問題番号 解 答 類 型 正答
10 (1) １ １２ と解答しているもの。 ◎






問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H25Ａ11(1) 一次関数 y ＝２x －１について，x の値が 82.5％ P.67～ P.69 P.72～ P.73
３のときの yの値を求める
H27Ａ10(2) 比例 y ＝２x のグラフ上の点Ａの x 座標が 65.8％ P.64，P.67， P.75，

















問題番号 解 答 類 型 正答











問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書




















問題番号 解 答 類 型 正答
10 (3) １ ３６ と解答しているもの。 ◎
２ ９，４， のいずれかを解答しているもの。
３ －６ ，－３ のいずれかを解答しているもの。














設問(1)を使って授業を行う際には，比例 y＝４x について，xの値に対応する yの値を
求めたり，y の値に対応する x の値を求めたりする場面を設定することが考えられる。その
際，x ＝－１ のときの y の値を求めたり，y ＝－４ のときの x の値を求めたりするなど，
代入する値が負の数の場合においても，対応する値を求めることができるようにすることが
大切である。
② 比例のグラフから xと yの関係を式で表すことができるようにする
（対応設問：設問(2)）
比例のグラフから x と y の関係を式で表すことができるようにするために，グラフの特
徴と式を関連付けて考察する場面を設定することが考えられる。
設問(2)を使って授業を行う際には，原点を通る直線のグラフであることから，比例のグ








定数として，y＝ axまたは， ＝ a という式で表される関係であること，反比例について，x











一次関数のグラフの傾きと切片の値から，x と y の関係を式で表すことができるかどうか
をみる。
一次関数の変化の割合の意味を理解しているかどうかをみる。





















問題番号 解 答 類 型 正答




















問題番号 解 答 類 型 正答
11 (2) １ ア と解答しているもの。
２ イ と解答しているもの。













問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書






一次関数 y＝ ax＋ b のグラフについて，aが直線の傾きであること，bが切片であるこ
とを理解できるようにするために，a の値と b の値をそれぞれに変化させたときの式とグラ
フの様子を関連付けて捉える場面を設定することが考えられる。
例えば，y ＝ ax ＋２ で a の値を変えたときのグラフを比較し，a の値によってグラフの
傾き具合が決まり，グラフはa の値が正の数のとき右上がり，負の数のとき右下がりになる
ことを確認する活動を取り入れることが考えられる。また，y＝３x＋ b で bの値がグラフ





一次関数 y＝ ax＋ b の変化の割合を求めることができるようにするために，表における
x，yの値の変化の様子を調べる活動を取り入れることが考えられる。





x ･･･ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ･･･ a ＝
２ ｜ １
y ･･･ －５ －３ －１ １ ３ ５ ７ ･･･ ＝２
x ･･･ －６ －４ －２ ０ ２ ４ ６ ･･･ a ＝
４ ｜ ２
y ･･･ －１１ －７ －３ １ ５ ９ １３ ･･･ ＝２
x ･･･ －９ －６ －３ ０ ３ ６ ９ ･･･ a ＝
６ ｜ ３
y ･･･ －１７ －１１ －５ １ ７ １３ １９ ･･･ ＝２
さらに， などの変化の割合が分数である一次関数について，表から変化の
割合を求める方法を考える場面を設定することも考えられる。
x ･･･ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ･･･
a ＝
２ ｜ ３



































































問題番号 解 答 類 型 正答
12 １ ア と解答しているもの。(１分)
２ イ と解答しているもの。(２分)










問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
線香が燃えるときの時間と長さの関係を表





























問題番号 解 答 類 型 正答
13 １ ア と解答しているもの。
２ イ と解答しているもの。
３ ウ と解答しているもの。








問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書




に，二元一次方程式 ax＋ by＋ c＝０ を yについて解き，一次関数とみた上で，二元一次
方程式とグラフの特徴について考察する場面を設定することが考えられる。
本問題を使って授業を行う際には，二元一次方程式 ２x ＋ y ＝６ において，x のとる値
を１つ決めれば，それに対応して y の値が１つ決まることから，この式は x と y の間の関
数関係を表しているとみることができることを確認する場面を設定することが考えられる。



























問題番号 解 答 類 型 正答


















問題番号 解 答 類 型 正答









問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
６月の日ごとの最高気温の分布を表したヒ















































































問題番号 解 答 類 型 正答





















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
赤玉３個，白玉２個の中から玉を１個取り
H20Ａ15(2) 出すとき，その玉が赤玉である確率を求め 75.2％ P.62～ P.64 P.253，P.255
る
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H21Ａ13(2) 大小２つのさいころを同時に投げるとき， 57.9％ P.59～ P.61 P.291，
和が７になる確率を求める P.293～ P.294
H23Ａ13(1) ２枚の硬貨を同時に投げるとき，２枚とも 未実施 P.65～ P.68 未実施
表の出る確率を求める
数字の書かれた３枚のカードから２枚の P.283，
H24Ａ14(2) カードをひくとき，両方とも奇数のカード 58.5％ P.69～ P.71 P.285～ P.286，
である確率を求める P.288～ P.289
H25Ａ15(2) 大小２つのさいころを同時に投げるとき， 54.7％ P.77， P.84，
出る目が両方とも１になる確率を求める P.79～ P.80 P.86～ P.87
樹形図を利用して，３枚の硬貨を同時に投 P.84，H26Ａ14(2) げるとき，表が２枚，裏が１枚出る確率を 65.6％ P.86～ P.88 P.92～ P.95
求める



























































































































































問題番号 解 答 類 型 正答
１ (3)

















































































問題番号 解 答 類 型 正答



















問題番号 解 答 類 型 正答











































































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H25Ｂ６(3) 碁石全部の個数を，３（n－２）＋３という 25.3％ P.115， P.124，




























































問題番号 解 答 類 型 正答













































例１ 直線のグラフをかき，y＝１５００ のときの x座標を読む。（解答類型１）


























例１ 式で表し，y＝１５００ を代入して xの値を求める。


































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書














問題番号 解 答 類 型 正答
３ (3) １ ４６≦ b≦７０ と解答しているもの。 ◎
２ ３≦ b≦５ と解答しているもの。
３ ３６≦ b≦６０ と解答しているもの。
４ ４６≦ b≦□ と解答しているもの。（□は７０以外の数，または無解答）































































































































問題番号 解 答 類 型 正答
























問題番号 解 答 類 型 正答
４ (3) １ ア と解答しているもの。（∠ＢＦＤの大きさは，小さくなっていく。）
２ イ と解答しているもの。（∠ＢＦＤの大きさは，大きくなっていく。）















































































問題番号 解 答 類 型 正答



















問題番号 解 答 類 型 正答
５ (2) １ ア と解答しているもの。（平均値）
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（１）  問題文などの記述及びレイアウト等について 
必要に応じて，文章や図表等の記述を変更したり，提示する順序を入れ替えたり，
ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 
（２）  図やグラフの提示の仕方について 
提示する情報の精選を行った上で，表などに置換したり，必要かつ可能なものは
点図（点を用いて示した図）で示したりするなど，提示方法の変更・調整を行う。 
















































































































































































問題番号 解  答  類  型 正答 
４ ２． １ Ｃと解答しているもの ◎ 
２  －（該当なし）  
３  －（該当なし）  
４  －（該当なし）  
５  －（該当なし）  
６  －（該当なし）  
７  －（該当なし）  
９ 上記以外の解答  




































問題番号 解  答  類  型 正答 
１ ３． 
 
１ ア．と解答しているもの。 ◎ 
２ イ．と解答しているもの。  
３ ウ．と解答しているもの。  
４  －（該当なし）  
９ 上記以外の解答  











































２） １）の配慮に伴い，前のページで「29 ページから 37 ページまでは横置きで
す」と，用紙の向きが変わることを予告するとともに，読み進める際の視点移
動の負担を考慮し，１行の文字数を縦置きの際の文字数を踏まえて調整した。 
３） 問題を解く上で参照する資料と，問題及び解答欄が見開きになるように，問
題のレイアウトを調整した。 
４） １週間の総運動時間の度数分布表（女子）では，階級と度数の対応関係が把
握しやすいように，各階級の度数を枠内でやや左に寄せた。 
【拡大文字問題】 Ｂ５ 
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